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各学年の内容 Ｅ ゲーム Ｅ ボール運動

１．２年 ３．４年 ５．６年

Ｅ ゲーム Ｅ ゲーム Ｅ ボール運動
低学年のゲームは，｢ボールゲーム｣及び｢鬼遊び｣ 中学年のゲームは，｢ゴール型ゲーム｣，｢ネット型ゲーム｣及 高学年のボール運動は，｢ゴール型｣，｢ネット型｣及び｢ベースボ

で構成され，個人対個人で競い合ったり，集団対集 び｢ベースボール型ゲーム｣で構成され，主として，規則を工夫 ール型｣で構成され，ルールや作戦を工夫したり，集団対集団の攻
団で競い合ったりする楽しさに触れることができる したり作戦を立てたり，集団対集団で友達と力を合わせて競い 防によって仲間と力を合わせて競い合ったりする楽しさや喜びを味
運動である。 合ったりする楽しさや喜びに触れることができる運 動である。わうことができる運動である。
低学年では，ゲームの楽しさに触れ，その行い方 低学年のゲームの学習を踏まえ，中学年では，ゲームの楽し 低学年と中学年のゲームの学習を踏まえ，高学年では，集団対集

を知るとともに，攻めと守りに関する課題を解決す さや喜びに触れ，その行い方を知るとともに，基本的なボール 団の攻防によって競争する楽しさや喜びを味わい，その行い方を理
るために，簡単なボール操作と攻めや守りの動きに 操作とボールを持たないときの動きによって，易しいゲームを 解するとともに，ボール操作とボールを持たないときの動きによっ
よって易しいゲームをしたり，一定の区域で鬼遊び することができるようにし，高学年のボール運動の学習につな て，簡易化されたゲームをすることができるようにし，中学校の球
をしたりすることができるようにし，中学年のゲー げていくことが求められる。 技の学習につなげていくことが求められる。
ムの学習につなげていくことが求められる。 また，運動を楽しく行うために，自己の課題を見付け，その また，運動を楽しく行うために，自己やチームの課題を見付け，
また，ゲームを楽しく行うために，簡単な遊び方 解決のための活動を工夫するとともに，規則を守り誰とでも仲 その解決のための活動を工夫するとともに，ルールを守り助け合っ

を工夫するとともに，規則を守り誰とでも仲よく運 よく運動をしたり，友達の考えを認めたり，場や用具の安全に て運動をしたり，仲間の考えや取組を認めたり，場や用具の安全に
動をしたり，場の安全に気を付けたりすることなど 気を付けたりすることなどをできるようにすることが大切であ 気を配ったりすることなどをできるようにすることが大切である。
をできるようにすることが大切である。 る。
ゲームについて，次の事項を身に付けることがで ゲームについて，次の事項を身に付けることができるよ ボール運動について，次の事項を身に付けることができ
きるよう指導する。 う指導する。 るよう指導する。

(1）(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を知 (1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るととも (1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解するとと
知 るとともに，易しいゲームをすること。 に，易しいゲームをすること。 もに，その技能を身に付け，簡易化されたゲームをすること。
識 ア ボールゲームでは，簡単なボール操作と攻めや ア ゴール型ゲームでは，基本的なボール操作とボールを持た ア ゴール型では，ボール操作とボールを持たないときの動きによ
及 守りの動きによって，易しいゲームをすること。 ないときの動きによって，易しいゲームをすること。 って，簡易化されたゲームをすること。
び イ 鬼遊びでは，一定の区域で，逃げる，追いかけ イ ネット型ゲームでは，基本的なボール操作とボールを操作 イ ネット型では，個人やチームによる攻撃と守備によって，簡易
技 る，陣地を取り合うなどをすること。 できる位置に体を移動する動きによって，易しいゲームをする 化されたゲームをすること。
能 こと。 ウ ベースボール型では，ボールを打つ攻撃と隊形をとった守備に

ウ ベースボール型ゲームでは，蹴る，打つ，捕る，投げるな よって，簡易化されたゲームをすること。
どのボール操作と得点をとったり防いだりする動きによって，
易しいゲームをすること。

ア ボールゲーム 易しいゲームとは，ゲームを児童の発達の段階を踏まえて， 簡易化されたゲームとは，ルールや形式が一般化されたゲームを
ボールゲームでは，その行い方を知るとともに， 基本的なボール操作で行え，プレイヤーの人数（プレイヤーの 児童の発達の段階を踏まえ，実態に応じたボール操作で行うことが

簡単なボール操作と簡単な攻めや守りの動きなどの 人数を少なくしたり，攻める側のプレイヤーの人数が守る側の でき，プレイヤーの人数（プレイヤーの人数を少なくしたり，攻撃
ボールを持たないときの動きによって，コート内で プレイヤーの人数を上回るようにしたりすること），コートの 側のプレイヤーの人数が守備側のプレイヤーの人数を上回るように
攻守入り交じって，的やゴールに向かってボールを 広さ（奥行きや横幅など），ネットの高さ，塁間の距離，プレ したりすること），コートの広さ（奥行きや横幅など），ネットの
投げたり蹴ったりする簡単な規則で行われる易しい イ上の緩和や制限（攻める側のプレイ空間，触球方法の緩和や 高さ，塁間の距離，プレイ上の制限（攻撃や守備のプレイ空間，触
ゲーム（ゴール型ゲームに発展），攻めと守りが分 守る側のプレイ空間，身体接触の回避，触球方法の制限など）， 球方法など），ボールその他の運動用具や設備など修正し，児童が
かれたコートで，相手コートにボールを投げたりす ボールその他の運動用具や設備などを修正し，児童が取り組み 取り組みやすいように工夫したゲームをいう。
る簡単な規則で行われる易しいゲーム（ネット型ゲ やすいように工夫したゲームをいう。 なお，アはバスケットボール及びサッカーを，イはソフトバレー
ームに発展），攻めと守りを交代しながら，ボール ボールを，ウはソフトボールを主として取り扱うものとするが，こ
を手などで打ったり，蹴ったりする簡単な規則で行 ア ゴール型ゲーム れらに替えてハンドボール，タグラグビー，フラッグフットボール
われる易しいゲーム（ベースボール型ゲームに発展） ゴール型ゲームでは，その行い方を知るとともに，基本的な などア，イ及びウの型に応じたその他のボール運動を指導すること
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などをすること。 ボール操作とボールを持たないときの動きによって，コート内 もできるものとする。なお，学校の実態に応じてウは取り扱わない
［例示］ で攻守入り交じって，ボールを手や足でシュートしたり，空い ことができることを｢内容の取扱い｣で示した。
○ 的当てゲーム ている場所に素早く動いたりする易しいゲーム及び陣地を取り
○ シュートゲーム 合って得点ゾーンに走り込むなどの易しいゲームをすること。 ア ゴール型
○ 相手コートにボールを投げ入れるゲーム ゴール型では，その行い方を理解するとともに，投げる，受ける，
○ 攻めがボールを手などで打ったり蹴ったりして ［例示］ 蹴る，止める，運ぶ，手渡すといったボール操作とボール保持者か
行うゲーム ○ ハンドボール，ポートボール，ラインサッカー，フットサ らボールを受けることのできる場所に動くなどのボールを持たない
・ ねらったところに緩やかにボールを転がしたり，ルなどを基にした易しいゲーム（味方チームと相手チームが入 ときの動きによって，攻撃側にとって易しい状況の中でチームの作
投げたり，蹴ったりして，的に当てたり得点したり り交じって得点を取り合うゲーム） 戦に基づいた位置取りをするなどの攻守入り交じった簡易化された
すること。 ○ タグラグビー，フラッグフットボールなどを基にした易し ゲームや陣地を取り合う簡易化されたゲームをすること。
・ 相手コートに緩やかにボールを投げ入れたり， いゲーム（陣地を取り合うゲーム） ［例示］
捕ったりすること。 ・ ボールを持ったときにゴールに体を向けること。 ○ バスケットボール，サッカー，ハンドボールなどを基にした簡
・ ボールを捕ったり止めたりすること。 ・ 味方にボールを手渡したり，パスを出したり，シュートを 易化されたゲーム（攻守が入り交じって行うゴール型）○ タグラ
・ ボールが飛んだり，転がったりしてくるコース したり，ゴールにボールを持ち込んだりすること。 グビーやフラッグフットボールなどを基にした簡易化されたゲーム
に入ること。 ・ ボール保持者と自分の間に守る者がいないように移動する （陣地を取り合うゴール型）
・ ボールを操作できる位置に動くこと。 こと。 ・ 近くにいるフリーの味方にパスを出すこと。

・ 相手に捕られない位置でドリブルをすること。
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ ボール保持者と自己の間に守備者が入らないように移動するこ
・ ボールを捕ったり止めたりすることが苦手な児 ・ パスを出したり，シュートをしたりすることが苦手な児童 と。
童には，柔らかいボールを使ったり，空気を抜いた には，ボールを保持する条件を易しくするとともに，ボールを ・ 得点しやすい場所に移動し，パスを受けてシュートなどをする
ボールを使ったりするなどの配慮をする。 保持した際に周囲の状況が確認できるように言葉がけを工夫す こと。
・ ボールが飛んだり，転がったりしてくるコース るなどの配慮をする。 ・ ボール保持者とゴールの間に体を入れて守備をすること。
に入ることが苦手な児童には，柔らかいボールを使 ・ ボール保持者と自分の間に守る者がいない空間に移動する
い，１対１でゴールを守る練習をしたりするなどの ことが苦手な児童には，守る者の位置を見るように言葉がけを ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
配慮をする。 工夫するなどの配慮をする。 ・ 得点しやすい場所に移動し，パスを受けてシュートなどをする
・ ボールの勢いに怖さを感じる児童には，柔らか ことが苦手な児童には，シュートが入りやすい場所に目印を付けた
いボールを使ったり，速度の出にくい軽いボールを イ ネット型ゲーム り，ボールを保持した際に最初にゴールを見ることを助言したりす
使ったりするなどの配慮をする。 ネット型ゲームでは，その行い方を知るとともに，基本的なボ るなどの配慮をする。

ール操作とボールを操作できる位置に体を移動するなどのボー ・ ボール保持者とゴールの間に体を入れて守備をすることが苦手
イ 鬼遊び ルを持たないときの動きによって，軽量のボールを片手，両手 な児童には，仲間がゴールの位置を教えるようにするなどの配慮を
鬼遊びでは，その行い方を知るとともに，一定の もしくは用具を使ってはじいて，自陣の味方にパスをしたり， する。

区域で逃げる，追いかける，陣地を取り合うなどの 相手コートに返球したり，弾むボールを床や地面に打ちつけて
簡単な規則で鬼遊びをしたり，工夫した区域や用具 相手コートに返球したりして，ラリーの続く易しいゲームをす イ ネット型
で鬼遊びをしたりすること。［例示］ ること。 ネット型では，その行い方を理解するともに，ボール操作とチー
○ 一人鬼，手つなぎ鬼，子増やし鬼 ［例示］ ムの作戦に基づいた位置取りをするなどのボールを持たないときの
○ 宝取り鬼，ボール運び鬼 ○ ソフトバレーボールを基にした易しいゲーム 動きによって，軽くて柔らかいボールを片手，両手もしくは用具を
・ 相手（鬼）にタッチされたり，マーク（タグや ○ プレルボールを基にした易しいゲーム 使って操作したり相手が捕りにくいボールを返球したりするチーム
フラッグ）を取られたりしないように，空いている ○ バドミントンやテニスを基にした易しいゲーム の連携プレイによる簡易化されたゲームや，自陣から相手コートに
場所を見付けて，速く走ったり，急に曲がったり， ○ 天大中小など，子供の遊びを基にした易しいゲーム 向かって相手が捕りにくいボールを返球する手や用具などを使った
身をかわしたりすること。 ・ いろいろな高さのボールを片手，両手もしくは用具を使っ 簡易化されたゲームをすること。
・ 相手（鬼）のいない場所に移動したり，駆け込 てはじいたり，打ちつけたりすること。 ［例示］
んだりすること。 ・ 相手コートから飛んできたボールを片手，両手もしくは用 ○ ソフトバレーボールやプレルボールを基にした簡易化されたゲ
・ 少人数で連携して相手（鬼）をかわしたり，走 具を使って相手コートに返球すること。 ーム
り抜けたりすること。 ・ ボールの方向に体を向けたり，ボールの落下点やボールを ○ バドミントンやテニスを基にした簡易化されたゲーム
・ 逃げる相手を追いかけてタッチしたり，マーク 操作しやすい位置に移動したりすること。 ・ 自陣のコート（中央付近）から相手コートに向けサービスを打
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（タグやフラッグ）を取ったりすること。 ち入れること。
◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ ボールの方向に体を向けて，その方向に素早く移動すること。

◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 ・ いろいろな高さのボールを片手，両手もしくは用具を使っ ・ 味方が受けやすいようにボールをつなぐこと。
・ 鬼になってなかなか捕まえられない児童には， てはじいたり，打ちつけたりすることが苦手な児童には，飛ん ・ 片手，両手もしくは用具を使って，相手コートにボールを打ち
短い時間で鬼を交代したり，逃げる場所を制限した できたボールをキャッチして打つことを認めるなどの配慮をす 返すこと。
り，逃げる場所を狭くしたりするなどの配慮をする。る。
・ 鬼から逃げることが苦手な児童には，安全地帯 ・ ボールの落下点やボールを操作しやすい位置に移動したり ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
を設けたり，鬼の人数を一人から徐々に増やしたり，することが苦手な児童には，プレイできるバウンド数を多くし ・ 片手，両手もしくは用具を使って，相手コートにボールを打ち
仲間の人数を増やしたりするなどの配慮をする。 たり，飛んできたボールをキャッチしてラリーを継続したりす 返すことが苦手な児童には，飛んできたボールを短時間保持するこ
・ 宝取り鬼で，相手の陣地から宝をとるのが苦手 るなどの配慮をする。 とを認めたり，うまくはじくことができる児童と比較してどこが違
な児童には，宝を置く場所や宝の数を増やしたり， うか考えたりする場を設定するなどの配慮をする。
鬼の人数を一人から徐々に増やしたり，宝を取りや ウ ベースボール型ゲーム ・ 自陣のコート（中央付近）から相手コートに向けサービスを打
すいように陣地の形を変えたりするなどの配慮をす ベースボール型ゲームでは，その行い方を知るとともに，ボ ち入れることが苦手な児童には，手を使って投げ入れたり，軽い用
る。 ールを蹴ったり打ったりする攻めや捕ったり投げたりする守り 具や柄の短い用具を使ったり，軽いボールを使ったり，一歩前から
・ ボール運び鬼で，相手の陣地にボールを運ぶこ などの基本的なボール操作と，ボールの飛球方向に移動したり，サービスをすることを認めたり，ネットの高さを低くしたりするな
とが苦手な児童には，チーム内での役割が分かるよ 全力で走塁したりするなどのボールを持たないときの動きによ どの配慮をする。
うにしたり，攻めと守りが入り乱れる場を制限した って，攻守を交代する易しいゲームをすること。［例示］ ・ 味方が受けやすいようにボールをつなぐことが苦手な児童には，
り，守りの人数を減らしたり，ボールを運ぶ側の人 ○ 攻める側がボールを蹴って行う易しいゲーム 飛んできたボールをキャッチしてパスしたりすることができるよう
数を増やしたりするなどの配慮をする。 ○ 手や用具などを使って打ったり，静止したボールを打った にするなどの配慮をする。

りして行う易しいゲーム
・ ボールをフェアグラウンド内に蹴ったり打ったりすること。ウ ベースボール型
・ 投げる手と反対の足を一歩前に踏み出してボールを投げる ベースボール型では，その行い方を理解するとともに，静止した
こと。 ボールやゆっくりとした速さで投げられたボールを打つ攻撃や，捕
・ 向かってくるボールの正面に移動すること。 球したり送球したりする守備などのボール操作と，チームとして守
・ ベースに向かって全力で走り，かけ抜けること。 備の隊形をとったり走塁をしたりするボールを持たないときの動き

によって，攻守交代が繰り返し行える簡易化されたゲームをするこ
◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 と。
・ ボールをフェアグラウンド内に蹴ったり打ったりすること ［例示］
が苦手な児童には，大きなボールや軽いボールを使ったり，手 ○ ソフトボールを基にした簡易化されたゲーム
や大きなバット，軽いバット，ラケットなどを使って打ったり，○ ティーボールを基にした簡易化されたゲーム
静止したボールを蹴ったり打ったりすることができるようにす ・ 止まったボールや易しく投げられたボールをバットでフェアグ
るなどの配慮をする。 ラウンド内に打つこと。
・ 投げる手と反対の足を一歩前に踏み出してボールを投げる ・ 打球方向に移動し，捕球すること。
ことが苦手な児童には，的当てゲームを取り入れたり，紙鉄砲 ・ 捕球する相手に向かって，投げること。
やタオルを使って遊ぶ場を設定したりして，投げる動きが自然 ・ 塁間を全力で走塁すること。
に身に付くような練習をするなどの配慮をする。 ・ 守備の隊形をとって得点を与えないようにすること。

◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
・ 打球方向に移動し，捕球することが苦手な児童には，ゆっくり
投げられたボールを移動して手に当てる練習を工夫したり，柔らか
いボールを素手で捕る練習を工夫したりするなどの配慮をする。
・ 守備の隊形をとって得点を与えないようにすることが苦手な児
童には，チーム練習の中で守備位置やその役割を確認したり，互い
に言葉がけをしたりするなどの配慮をする。
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(2) (2) 簡単な規則を工夫したり，攻め方を選んだりす (2) 規則を工夫したり，ゲームの型に応じた簡単な作戦を選ん (2) ルールを工夫したり，自己やチームの特徴に応じた作戦を選ん
思 るとともに，考えたことを友達に伝えること。 だりするとともに，考えたことを友達に伝えること。 だりするとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。
考
力
， ア ボールゲームや鬼遊びの簡単な遊び方を選ぶこ ア 規則を工夫すること ア ルールを工夫すること
判 と。 ○ 誰もが楽しくゲームに参加できるように，プレイヤーの人 ○ 誰もが楽しくゲームに参加できるように，プレイヤーの人数，
断 ○ ボールゲームや鬼遊びの規則を選ぶ例 数，コートの広さ，プレイ上の緩和や制限，得点の仕方などの コートの広さ，プレイの制限，得点の仕方などのルールを選ぶ例
・ ボールゲームでは，ゲームの場や規則の中から，規則を選ぶ例 ・ 攻守に応じて動くことができる範囲を設けてプレイの制限をす
楽しくゲームができる場や得点の方法など，自己に ・ 攻めと守りの局面でプレイヤーの人数に違いを設け，攻め るなどのルールを選ぶこと。

力 適した場や規則を選ぶこと。 を行いやすいようにするなどの規則を選ぶこと。
・ 鬼遊びでは，提示された簡単な遊び方や規則の イ 自己やチームの特徴に応じた作戦を選ぶこと

， 中から，楽しく鬼遊びができる場や得点の方法など，イ ゲームの型に応じた簡単な作戦を選ぶこと ○ 自己やチームの特徴を確認して作戦を選ぶ例
表 自己に適した遊び方や規則を選ぶこと。 ○ ゴール型の陣地を取り合うゲームで，陣地に侵入するため ・ チームの特徴に応じた作戦を選び，自己の役割を確認すること。
現 の簡単な作戦を選ぶ例
力 イ 友達のよい動きを見付けたり，考えたりしたこ ・ 少人数のゲームで，ボールを持っている人とボールを持っ
等 とを友達に伝えること。 ていない人の役割を踏まえた作戦を選ぶこと。 ウ 課題の解決のために自己や仲間の考えたことを他者に伝えるこ
○ ボールを捕ったり止めたりすることについて考 と
えたことを友達に伝える例 ウ 課題の解決のために考えたことを友達に伝えること ○ 味方が受けやすいようにボールをつなぐことについて考えたこ
・ 易しいボールゲームにおいて，ボールを捕った ○ いろいろな高さのボールを片手，両手もしくは用具を使っ とを他者に伝える例
り止めたりするときに行った工夫を，動作や言葉で てはじいたり，打ちつけたりすることについて考えたことを友 ・ 簡易化されたネット型のゲームにおいて，自己や仲間が行って
友達に伝えること。 達に伝える例 いた動き方の工夫を，動作や言葉，絵図，ＩＣＴ機器を用いて記録
○ ボールが飛んだり，転がったりしてくるコース ・ 易しいネット型ゲームにおいて，高さの違うボールを片手，した動画などを使って，他者に伝えること。
に入ることについて考えたことを友達に伝える例 両手もしくは用具を使って強さや方向を変えてはじいた工夫 ○ 守備の隊形について工夫したことを他者に伝える例
・ 易しいボールゲームにおいて，ボールが飛んだ を，動作や言葉，絵図などを使って，友達に伝えること。 ・ 簡易化されたベースボール型のゲームにおいて，自チームや相
り，転がったりしてくるコースに入ることについて，○ 向かってくるボールの正面に移動することについて考えた 手チームの守備位置のよさについて，動作や言葉，絵図，ＩＣＴ機
友達のよい動きを動作や言葉で友達に伝えること。 ことを友達に伝える例 器を用いて記録した動画などを使って，他者に伝えること。

・ 易しいベースボール型ゲームにおいて，友達の正面に移動
○ 少人数で連携して相手（鬼）をかわしたり，走 する動きのよさを，動作や言葉，絵図などを使って，友達に伝
り抜けたりすることについて考えたことを友達に伝 えること。
える例
・ 鬼遊びにおいて，少人数で連携して相手（鬼）
をかわしたり，走り抜けたりする行い方について，
動作や言葉で友達に伝えること。

(3) (3) 運動遊びに進んで取り組み，規則を守り誰とで (3) 運動に進んで取り組み，規則を守り誰とでも仲よく運動を (3) 運動に積極的に取り組み，ルールを守り助け合って運動をした
学 も仲よく運動をしたり，勝敗を受け入れたり，場や したり，勝敗を受け入れたり，友達の考えを認めたり，場や用 り，勝敗を受け入れたり，仲間の考えや取組を認めたり，場や用具
び 用具の安全に気を付けたりすること。 具の安全に気を付けたりすること。 の安全に気を配ったりすること。
に
向 ア ボールゲームや鬼遊びに進んで取り組むこと。 ア 易しいゴール型ゲーム，ネット型ゲーム，ベースボール型 ア ゴール型，ネット型，ベースボール型の簡易化されたゲームや
か イ ボールゲームや鬼遊びをする際に，順番や規則 ゲームに進んで取り組むこと。 練習に積極的に取り組むこと。
う を守り，誰とでも仲よくする こと。 イ ゲームの規則を守り，誰とでも仲よくすること。 イ ルールやマナーを守り，仲間と助け合うこと。
力 ウ ボールゲームや鬼遊びの勝敗を受け入れること。ウ ゲームで使用する用具などの準備や片付けを，友達と一緒 ウ ゲームを行う場の設定や用具の片付けなどで，分担された役割
， エ ボールゲームや鬼遊びで使用する用具等の準備 にすること。 を果たすこと。
人 や片付けを，友達と一緒にすること。 エ ゲームの勝敗を受け入れること。 エ ゲームの勝敗を受け入れること。
間 オ ボールゲームや鬼遊びを行う際に，危険物が無 オ ゲームやそれらの練習の中で互いに動きを見合ったり，話 オ ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり，話し合ったりす
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性 いか，安全にゲームができるかなどの場の安全に気 し合ったりして見付けた動きのよさや課題を伝え合う際に，友 る際に，仲間の考えや取組を認めること。
等 を付けること。 達の考えを認めること。 カ ゲームや練習の際に，使用する用具などを片付けたり場の整備

カ ゲームやそれらの練習の際に，使用する用具などを片付け をしたりするとともに，用具の安全に気を配ること。
◎ 運動遊びに意欲的でない児童への配慮の例 て場の危険物を取り除くなど，周囲を見て場や用具の安全を確
・ ボールを捕ることや用具を使って打つことに対 かめること。 ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例
する恐怖心などでボールゲームに意欲的に取り組め ・ 味方や相手が投げるボールに恐怖心を抱くためにゲームに意欲
ない児童には，柔らかいボールを用意したり，大き ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例 的に取り組めない児童には，柔らかいボールを用意したり，大きな
なボールやゆっくりとしたスピードになるボールを ・ ボールが固くて恐怖心を抱いたり，小さくて操作しにくか ボールやゆっくりとしたスピードになるボールを用意したりするな
用意したりするなどの配慮をする。・ ゲーム中に何 ったりするために，ゲームに意欲的に取り組めない児童には， どの配慮をする。
をすればよいのかが分からないなどで，ボールゲー 柔らかいボールを用意したり，大きなボールやゆっくりとした ・ チームの中で何をすればよいかが分からないためにゲームに意
ムや鬼遊びに意欲的に取り組めない児童には，行い 速度になる軽めのボールを用意したりするなどの配慮をする。 欲的に取り組めない児童には，チーム内で分担する役割を確認する
方や課題を絵図で説明したり，活動内容を掲示した ・ 学習の仕方が分からないために，ゲームに意欲的に取り組 などの配慮をする。
りするなどの配慮をする。 めない児童には，学習への取組の手順を掲示物で確認できるよ ・ 場やルールが難しいためにゲームに意欲的に取り組めない児童
・ 場や規則が難しいなどで，ボールゲームや鬼遊 うにするなどの配慮をする。 には，場の設定やルールをチームで一つずつ確認するなどの配慮を
びに意欲的に取り組めない児童には，場の設定や規 ・ 場や規則が難しいと感じ，ゲームに意欲的に取り組めない する。
則を易しくして児童が取り組みやすくするなどの配 児童には，文字やイラスト等を用いて掲示しながら説明したり，・ 新しく提示した動きが分からないためにゲームに意欲的に取り
慮をする。 より易しい規則に変更したりするなどの配慮をする。 組めない児童には，代表の児童やチームが行う見本を観察したり，
・ 新しく提示した動きやゲームが分からないなど ・ 新しく提示した動きが分からないために，ゲームや練習に ゲーム中のポジションを確認したり，その動きを動画で確認したり
でボールゲームや鬼遊びに意欲的に取り組めない児 意欲的に取り組めない児童には，よい動きの友達やチームを観 する場を設定するなどの配慮をする。
童には，動きをゆっくりと示したり，一緒にそのチ 察したり，掲示物などの具体物を用いて説明したりするなどの ・ 技能が高いにもかかわらずゲームに意欲的に取り組めない児童
ームに入ってゲームをしたりするなどの配慮をす 配慮をする。 には，リーダーとしてチームをまとめるようにしたり，仲間に動き
る。 ・ 審判の判定に納得しなかったり，ゲームに勝てなかったり のアドバイスをする役割を担うようにしたりするなどの配慮をす
・ ゲームに勝てなかったり，鬼に捕まりやすかっ することで，ゲームに意欲的に取り組めない児童には，判定に る。
たりするなどでボールゲームや鬼遊びに意欲的に取 従うことやフェアなプレイの大切さについて，継続して伝えて ・ ゲームに負け続けるためにゲームや練習に意欲的に取り組めな
り組めない児童には，勝敗を受け入れることが大切 いくようにするなどの配慮をする。 い児童には，チームに合った作戦を選び直したり，新たな作戦を試
であることを話したり，安全地帯など場の設定を工 ・ ゲームに参加している実感がなく，楽しさを味わえない児 したりするなどの配慮をする。
夫したりするなどの配慮をする。 童には，チームの人数を少人数にして，役割を明確にしたり触 ・ チーム内で仲間とうまく関わることができないためにゲームに
・ 仲間とうまく関われないためにボールゲームや 球回数を増やせるようにしたりするなどの配慮をする。 意欲的に取り組めない児童には，チーム内の役割を明示し，その役
鬼遊びに意欲的に取り組 ない児童には，対戦相手 ・ 友達と仲よくゲームに取り組めない児童には，試合の前後 割に取り組むように促したりするなどの配慮をする。
を変えたり，チーム編成を工夫したりするなどの配 に相手や味方同士で挨拶や握手を交わしたり，相手や味方同士 ・ 仲間と仲よく助け合ってゲームに取り組めない児童には，役割
慮をする。 でよいプレイや取組を称えたりするなどの配慮をする。 を果たしたこと，最後まで全力でプレイしたこと，味方を励ます言

葉がけがあったことなどの取組を，授業のまとめで取り上げて称え
たり，児童相互で称え合ったりする場面を設定するなどの配慮をす
る。


